
 

 

第 12 回 AIPPI バルト海沿岸諸国会議 開催要約 

 

第 12 回 AIPPI バルト海沿岸諸国会議が、2017 年 4 月 11 日から 13 日においてラト

ビアのユールマラ市にて開催された。同会議は、AIPPI のラトビア国内グループの

主催で、エストニアおよびリトアニアの両国国内グループの協力を得て行われた。

約 150 名の登録者が参加して、2 日間、有益なプレゼンテーションを聴講し、美し

い海岸都市であるジュルマラ市を満喫した。 

同会議中に議論されたトピックは、国内・地域の IP 問題から凡欧州・世界的な懸

念まで多岐にわたった。オーシャ・リャンのマネージング・パートナーであるジ

ョナサン・オーシャは、「変化する世界における特許」セッションのモデレータ

ー役を務め、このセッションでは、以下の講演がなされた。すなわち、ベルギー

のフランシス・レイダー博士による統一特許の説明、英国のケビン・ムーニーに

よる統一特許裁判所における訴訟の将来に関する概観、ドイツの連邦特許裁判所

のアンドレアス・ペッツォルト判事によるドイツにおける特許取消手続の見直し、

ドイツのノキア・ソリューションズ＆ネットワークスのクレメンス・ホイシュ博

士による EU における SEP 訴訟での実生活経験の説明、さらに、ロシアのバディ

ム・ペレヴァロフによる人工知能の創造物に関する IP 権利問題についての驚くべ

き説明であった。総じて、今回のバルト海沿岸諸国会議は、IP 実務者が関心を寄

せる現在のトピックについて会議および議論が行われ、現地および国際的な実務

者にとって素晴らしい機会となった。 


